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資料１ 第２次環境基本計画策定の経過 

 

＜開催状況＞ 

回 開催日 主な内容 

平成２７年度第１回 平成２７年１１月２５日 諮問 

策定方針（案）について 

意識調査（案）について 

現計画の進捗状況について 

平成２７年度第２回 平成２８年３月１７日 意識調査の結果について 

第１次計画の進捗状況、評価について 

計画骨子（案）について 

平成２８年度第１回 平成２８年８月２日 計画（素案）について 

平成２８年度第２回 平成２８年９月１４日 計画（素案）について 

平成２８年度第３回 平成２８年１０月２５日 計画（素案）について 

今後の予定について 

 平成２８年１２月１３日 答申 

 

 

＜委員名簿＞ 

区分 氏名（敬称略） 所属等 

学識委員 竺
じく

 文彦
ふみひこ

 龍谷大学 名誉教授 

地域代表 

家
や

森
もり

 和子
か ず こ

 女性風土づくりグループ 推薦 

小林
こばやし

 晶子
あ き こ

 鹿深の里甲賀流域環境保全協議会 推薦 

平木
ひ ら ぎ

 隆
たか

久
ひさ

 湖南・甲賀環境協会 推薦 

中本
なかもと

 博之
ひろゆき

 甲賀市小学校教育研究会環境教育部長 

谷口
たにぐち

 秀
ひで

治
じ

 滋賀県甲賀環境事務所所長 

一般公募 
門坂
かどさか

 肇
はじむ

  

猪飼
い か い

 俊
とし

江
え
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２．パブリックコメント 

 

「第２次甲賀市環境基本計画（案）」について、市民に内容を公表し、広く意見を募集する

ためパブリックコメントを実施した。 

 

・実施期間：平成２９年４月１日（土）～平成２９年４月３０日（日） ３０日間 

・意見数：意見提出者数０人、意見総数０件 
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資料２ アンケート結果 

 

１．市民意識調査 

 

■市民意識調査の実施概要 

 

◇市民意識調査の目的 

「甲賀市環境基本計画」（平成２１年６月～平成２８年３月）の次期計画を策定するにあた

り、市民の環境に関する取り組み状況、意見やニーズなどを把握し、次期環境基本計画等の

方針や施策に反映していくことを目的に、16歳以上の市民を対象として、アンケート調査を

実施した。 

 

◇市民意識調査の設計 

・調 査 地 域 甲賀市全域 

・調 査 対 象 市内在住の１６歳以上の男女・個人 

・調査標本数 ２,０００人 

・調査抽出法 層化二段無作為抽出法 （抽出台帳：住民基本台帳） 

・調 査 方 法 郵送配布・郵送回収 

・調 査 時 期 平成２８年１月２５日（月）～平成２８年２月１０日（水） 

 

◇市民意識調査票の配布・回収の状況 

・配布件数 ２,０００件 

・回収件数（率） ７８５件（３９.３％） 

・有効回答数（率） ７８５件（３９.３％） 
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■市民意識調査の回答者属性 

◇年齢 ◇性別 

 
◇居住地域 ◇現在の住所での居住年数 

  
 

◇同居している家族人数 ◇住宅形態 

  

 

  

2.8

5.7

9.7

12.2

15.7

26.6

26.6

0.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 

10歳代

(15～19歳)

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答 N=785件

男

45.6%女

53.8%

無回答

0.6%

N=785件

41.1

10.1

11.7

22.9

13.8

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

水口町

土山町

甲賀町

甲南町

信楽町

無回答
N=785件

0.5

3.1

3.2

5.0

31.3

56.4

0.5

0% 20% 40% 60% 

1年未満

1年～3年未満

3年～5年未満

5年～10年未満

10年～30年未満

30年以上

無回答
N=785件

5.5

24.2

25.0

19.9

25.1

0.4

0% 10% 20% 30% 

1人（本人）

2人

3人

4人

5人以上

無回答
N=785件

78.7

14.9

0.6

3.7

1.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

一戸建て（木造）

一戸建て（非木造）

集合住宅（木造）

集合住宅（非木造）

その他

無回答
N=785件
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■市民意識調査の調査結果 

 

①環境問題について 

１）周辺環境の現在の満足度・今後の重要度 

問 あなたが住んでいる地域周辺の現在の環境について、あなたの満足度、重要度をお聞きします。項

目ごとにあなたのお考えに近いものをそれぞれ１つ選んで○をつけてください。 
 

＜現在の満足度＞ 

 
図 地域環境の現在の満足度 

  

7.5

24.3

36.7

21.7

11.8

18.3

27.3

10.2

17.8

11.5

9.4

8.0

6.8

10.2

7.1

3.3

27.6

39.4

33.6

29.8

22.3

26.1

31.1

24.1

32.5

26.9

29.6

21.1

20.8

26.9

23.8

19.4

30.8

19.5

17.8

17.6

45.4

38.3

24.1

18.9

25.5

30.7

40.4

36.7

48.7

48.3

49.9

47.0

25.1

11.7

7.4

20.8

9.0

9.4

10.8

30.3

16.2

20.1

12.0

23.6

15.5

8.3

12.2

21.4

5.5

2.0

1.4

7.3

2.8

1.7

2.7

12.7

4.6

6.6

3.9

6.8

3.6

1.8

1.9

4.8

3.4

3.1

3.1

2.9

8.7

6.1

4.1

3.8

3.4

4.2

4.7

3.8

4.7

4.6

5.0

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①川や池の水質のきれいさ

②大気のきれいさ

③星空の見やすさ（光害がない）

④騒音や振動が無い静かさ

⑤地下水の水質のきれいさ

⑥土壌が汚染されていない状況

⑦悪臭が無い状況

⑧ごみの不法投棄がされて

いない状況

⑨ごみの分別の方法

⑩自然災害に関する安全性

⑪里山や田んぼ、ため池など

身近な自然の保全

⑫自然と触れ合える水辺や

公園の豊かさ

⑬町並みや屋外広告など、

まちの景観の保全

⑭寺社等の歴史の保全

⑮地域に伝えられてきた

文化の継承

⑯市民の環境に対する意識

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

N=785件
『評価点』 『満足』 『不満』

3.07 35.2% 30.6%

3.75 63.7% 13.8%

4.00 70.3% 8.8%

3.39 51.5% 28.0%

3.34 34.1% 11.8%

3.53 44.5% 11.1%

3.72 58.3% 13.5%

2.88 34.3% 43.1%

3.44 50.3% 20.8%

3.17 38.3% 26.8%

3.30 39.0% 15.9%

3.00 29.2% 30.3%

3.12 27.5% 19.1%

3.37 37.1% 10.1%

3.23 31.0% 14.1%

2.95 22.7% 26.2%

※評価点：5.00～1.00
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＜今後の重要度＞ 

 
図 地域環境の今後の重要度 

 

  

57.6

64.2

45.0

50.6

54.3

57.6

63.2

67.1

49.2

67.0

47.4

39.9

30.8

33.6

30.7

45.2

29.0

23.6

30.8

33.5

20.8

22.5

21.7

21.9

31.2

19.2

32.0

36.6

34.9

31.1

31.7

31.1

7.6

6.1

15.0

9.0

15.3

12.4

8.9

5.1

13.5

7.8

14.4

17.1

27.4

26.6

27.8

18.0

1.4

1.4

2.7

1.8

1.4

1.0

0.5

0.8

1.5

1.0

1.1

1.1

1.5

2.7

3.2

0.8

0.0

0.8

2.3

1.1

0.3

0.5

1.0

0.4

0.3

0.5

0.4

0.5

0.5

0.8

1.0

0.4

4.3

3.9

4.2

3.9

8.0

6.0

4.7

4.7

4.3

4.5

4.7

4.8

4.8

5.2

5.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①川や池の水質のきれいさ

②大気のきれいさ

③星空の見やすさ（光害がない）

④騒音や振動が無い静かさ

⑤地下水の水質のきれいさ

⑥土壌が汚染されていない状況

⑦悪臭が無い状況

⑧ごみの不法投棄がされて

いない状況

⑨ごみの分別の方法

⑩自然災害に関する安全性

⑪里山や田んぼ、ため池など

身近な自然の保全

⑫自然と触れ合える水辺や

公園の豊かさ

⑬町並みや屋外広告など、

まちの景観の保全

⑭寺社等の歴史の保全

⑮地域に伝えられてきた

文化の継承

⑯市民の環境に対する意識

重要 やや重要 どちらでもない あまり重要でない 重要でない 無回答

N=785件
『評価点』 『重要』

『重要

でない』

4.49 86.6% 1.4%

4.55 87.8% 2.2%

4.18 75.8% 5.0%

4.36 84.1% 2.9%

4.39 75.0% 1.7%

4.44 80.1% 1.5%

4.53 84.8% 1.5%

4.62 89.0% 1.1%

4.33 80.4% 1.8%

4.58 86.2% 1.5%

4.31 79.4% 1.5%

4.20 76.4% 1.7%

3.99 65.7% 2.0%

3.99 64.7% 3.4%

3.93 62.4% 4.2%

4.26 76.3% 1.1%

※評価点：5.00～1.00
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表 地域環境に関するニーズ得点 

 
 

  

設問項目

『

評

価

点
』

満

足

度

順

位

（

評

価

点

が

高

い

順
）

『

評

価

点
』

重

要

度

順

位

（

評

価

点

が

高

い

順
）

『

ニ
ー

ズ

得

点
』

※

ニ
ー

ズ

得

点

順

位

※ニーズ得点、重要度×（６－満足度）　で算出

【満足度】

③ 星空の見やすさ（光害がない） 4.00 1 位 

⑥ 土壌が汚染されていない状況 3.53 4 位 

① 川や池の水質のきれいさ 3.07 13 位 

② 大気のきれいさ 3.75 2 位 

【ニーズ得点】

13.17 2 位 

10.26 15 位 

【重要度】

4.49 5 位 

4.55 3 位 

⑧ ごみの不法投棄がされていない状況 2.88 16 位 

10.96

7 位 

4.44

8.38 16 位 

11.38 9 位 

11.65 6 位 

4.18 13 位 

4.36 8 位 

4.39

④ 騒音や振動が無い静かさ 3.39 6 位 

⑤ 地下水の水質のきれいさ 3.34 8 位 

⑦ 悪臭が無い状況 3.72 3 位 

⑨ ごみの分別の方法 3.44 5 位 

⑩ 自然災害に関する安全性 3.17 11 位 

11.08

12.964.58 2 位 

⑮ 地域に伝えられてきた文化の継承 3.23 3.93 16 位 12 位 10.88

7 位 

12.59 5 位 

4.31 10 位 

4.20 12 位 

⑪
里山や田んぼ、ため池など身近な自然

の保全
3.30 9 位 

⑫ 自然と触れ合える水辺や公園の豊かさ 3.00 14 位 

4.26 11 位 

⑬
町並みや屋外広告など、まちの景観の

保全
3.12 12 位 

⑭ 寺社等の歴史の保全 3.37 7 位 

10 位 

⑯ 市民の環境に対する意識 2.95 15 位 

3.99 15 位 

3.99 14 位 

11.64

13.00 3 位 

6 位 

4.53 4 位 

4.62 1 位 

4.33 9 位 

11.48 8 位 

10.50 13 位 

10 位 

4 位 

11 位 

10.30 14 位 

14.41 1 位 
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２）10 年前と比べた周辺環境の変化 

問 現在の住所に１０年以上お住まいの方にお聞きします。 

１０年前と比べて地域周辺の状況はどう変わりましたか。以下の各項目について、あなたのお考えに

近い番号に○をそれぞれ1つつけてください。 
 

 
図 10 年前と比べた周辺環境の変化 

 

  

15.8

6.8

7.4

5.1

5.2

3.8

9.6

12.2

38.9

12.3

9.3

8.4

7.4

8.3

6.2

18.0

52.1

65.6

71.3

56.5

52.8

58.3

66.9

43.3

40.9

60.1

59.2

63.4

65.2

66.6

62.0

50.7

18.7

15.7

12.5

32.2

8.9

7.4

11.0

35.7

12.2

8.3

15.8

16.4

13.8

5.7

11.6

13.5

10.9

8.9

6.1

3.8

28.9

26.4

8.7

6.1

6.1

15.7

13.5

9.6

10.9

17.0

17.6

15.7

2.5

3.0

2.8

2.5

4.2

4.1

3.8

2.8

1.9

3.6

2.2

2.2

2.8

2.5

2.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①川や池の水質のきれいさ

②大気のきれいさ

③星空の見やすさ（光害がない）

④騒音や振動が無い静かさ

⑤地下水の水質のきれいさ

⑥土壌が汚染されていない状況

⑦悪臭が無い状況

⑧ごみの不法投棄がされて

いない状況

⑨ごみの分別の方法

⑩自然災害に関する安全性

⑪里山や田んぼ、ため池など

身近な自然の保全

⑫自然と触れ合える水辺や

公園の豊かさ

⑬町並みや屋外広告など、

まちの景観の保全

⑭寺社等の歴史の保全

⑮地域に伝えられてきた

文化の継承

⑯市民の環境に対する意識

良くなった 変わらない 悪くなった わからない 無回答

N=689件
『評価点』

▲ 0.07

▲ 0.20

▲ 0.11

▲ 0.58

▲ 0.11

▲ 0.10

▲ 0.03

▲ 0.52

0.58

0.10

▲ 0.15

▲ 0.18

▲ 0.15

0.06

▲ 0.13

0.11

※2.00

 ～-2.00
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３）環境保全活動への参加状況 

問 環境保全のために行われている活動へのあなた自身の参加状況をお聞きします。 

以下の各項目について、あてはまる番号に○をそれぞれ１つつけてください。 
 

 
図 環境保全活動への参加状況 

 

４）環境にやさしい取り組みの実施状況 

問 あなたの家庭でおこなっている環境にやさしい取り組みについてお聞きします。 

以下の各項目について、あてはまる番号に○をそれぞれ１つつけてください。 
 

 
図 環境にやさしい取り組みの実施状況  

26.4

5.9

1.9

0.4

6.4

1.0

3.6

0.4

44.3

19.9

9.3

7.1

28.9

9.9

19.1

0.5

13.9

37.8

37.5

38.5

27.0

34.5

26.5

1.5

11.2

28.9

42.8

45.1

31.1

44.5

40.8

4.2

7.5

8.5

8.9

6.6

10.1

10.1

97.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①公園や道路、河川など

まちの美化・清掃活動

②植林や花壇づくりなどの

緑化活動

③里山や野生動植物の

自然保護活動

④自然観察会への参加

⑤資源リサイクル活動

（廃品回収、バザーなど）

⑥環境に関するセミナーや

学習会への参加

⑦環境保全のための募金

⑧その他

よく参加している 時々参加している 参加してみたい 関心はない 無回答

N=785件
『評価点』

1.90

1.03

0.68

0.59

1.11

0.64

0.84

-

※3.00

　～0.00

43.3

6.8

19.6

57.5

49.3

41.0

42.0

77.1

83.6

45.7

22.5

2.7

27.9

24.1

53.6

33.0

31.6

21.9

36.3

15.0

10.8

38.2

45.9

0.3

13.2

27.8

17.2

5.4

14.1

16.3

13.6

4.2

2.2

11.7

22.4

0.9

6.1

35.0

5.6

1.9

1.9

17.8

5.2

2.3

1.3

2.0

5.5

9.4

6.4

3.9

2.3

3.1

2.9

2.8

1.4

2.2

2.3

3.7

96.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①アイドリングストップなど

エコドライブの実践

②車の利用をさけて、できるだけ

公共交通機関を利用

③できるだけ地元でつくられた

ものを購入（地産地消）

④冷暖房の適切な温度設定や無駄

な照明は消すなどの節電の実践

⑤家電製品買い替え時における

省エネ型製品の購入

⑥風呂の残り湯の洗濯等への利用

など節水の実践

⑦電気代・ガス代等のこまめな

チェック

⑧買い物袋の持参

⑨資源ゴミの分別

⑩ゴミを減らす工夫の実践

⑪エコマーク商品など

環境にやさしい製品の購入

⑫その他

いつも実行している 時々実行している

現在は実行していない/今後実行しようと思う 現在は実行していない/今後も実行するつもりはない

無回答

N=785件
『評価点』

2.20

1.03

1.91

2.49

2.32

1.89

2.18

2.69

2.81

2.31

1.89

-

※3.00

　～0.00
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５）環境やエネルギー問題の情報源 

問 環境やエネルギー問題に関する情報源として活用しているのは次のうちどれですか。 

あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

 
図 環境やエネルギー問題の情報源 

 

６）地球温暖化問題への関心 

問 地球温暖化とは人間の活動の拡大により二酸化炭素（CO2）をはじめとする温室効果ガスの濃度が

増加し、地球表面の温度が上昇することですが、あなたはこの地球温暖化問題のことに関心がありま

すか。 

 
図 地球温暖化問題への関心度 

 

  

81.1

70.8

42.2

28.8

22.9

2.7

2.4

1.9

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 

テレビ・ラジオ

新聞

市の広報

インターネット・

電子メール

書籍・雑誌

講演会等

学校

その他

無回答
（３つ以内で複数回答）

N=785件

30.6

49.9

2.9

10.8

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

非常に関心がある

少し関心がある

全く関心がない

わからない

無回答

関心あり

(80.5％)

N=785件
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（前問で「非常に関心がある」または「少し関心がある」と答えた方のみ） 

副問 地球温暖化対策に取り組む上で最も重視すべきことは何だとお考えですか。 

あてはまる番号に○を１つつけてください。 

 
図 地球温暖化対策で最も重視すべきこと 

 

 

②自動車の利用状況について 

１）普段の自動車の利用状況 

問 あなたはご自分で車を運転されますか。 

 
図 自身での自動車運転の有無 

 

  

24.5

20.7

15.0

14.4

8.5

4.7

3.6

3.6

4.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 

化石燃料から太陽光など

自然エネルギーへの転換を進めること

家庭で省エネルギーに取り組むこと

温室効果ガスの排出を抑制する

新たな技術革新に取り組むこと

企業や事業所が省エネルギーに

取り組むこと

森林整備などによる温室効果ガスの

吸収源対策に取り組むこと

公共交通機関の整備や都市機能の集約

など新たなまちづくりに取り組むこと

農業・林業の振興といった産業構造の

転換を目指すこと

わからない

無回答 N=632件

運転する

78.3%

運転しない

16.9%

無回答

4.7%

N=785件
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（前問で「運転する」と答えた方のみ） 

副問 普段の自動車の利用状況についてお聞きします。 

以下の各項目について、あてはまる番号に○をそれぞれ１つつけてください。 
 

 
図 普段の自動車の利用頻度 

 

２）所有している自動車の台数・種類 

問 現在あなたのご家庭で所有している自動車の台数についてお聞きします。 

自動車の種類ごとに、あてはまる番号に○をそれぞれ１つつけてください。 

 
図 所有している自動車の台数・種類 

 

  

56.6

32.2

50.6

73.8

28.0

64.6

46.3

2.9

3.3

22.6

10.6

19.7

36.4

22.0

32.4

0.7

22.0

25.7

24.6

1.1

19.7

3.6

9.1

18.2

19.5

14.3

5.4

15.9

9.9

12.2

96.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①通勤

②駅、学校・園等への送り迎え

③仕事

④買い物や役所、銀行など

⑤旅行

⑥通院

⑦行事・サークル

⑧その他

ほとんど毎回利用 時々利用する 利用しない 無回答

N=615件
『利用度』

1.42

1.08

1.30

1.77

1.10

1.68

1.42

-

※2.00

　～0.00

75.8

5.7

88.0

95.3

94.8

94.5

16.6

21.3

6.1

2.0

33.1 17.1 13.2 5.1

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ハイブリッド車、

プラグインハイブリッド車

②ガソリン車

③ディーゼル車、

クリーンディーゼル車

④ＬＰＧ・天然ガス車

⑤電気自動車

⑥燃料電池自動車

０台 １台 ２台 ３台 ４台 ５台以上 無回答

N=785件

※グラフ中の1.0％未満は省略（下表参照）

１台以上

※

20.7%

94.0%

7.9%

0.3%

0.8%

1.1%

※無回答

を除いた

割合
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３）今後１年以内の購入・買い替え予定 

問 あなたのご家庭で、今後1年以内に自動車を購入または買い替える予定はありますか。 

 
図 今後１年以内の購入・買い替え予定の有無 

 

（前問で「購入または買い換える予定がある」と答えた方のみ） 

副問 現在購入を予定している自動車は以下のどのタイプですか。候補となっているものすべてに○

をつけてください。 

 
図 購入予定の自動車タイプ 

 

４）充電スタンドの増設意向 

問 電気自動車の充電スタンドは増えつつありますが、県内ではまだ少ない状況です。 

充電スタンドはもっと増やすべきだと思いますか。 

 
図 充電スタンドの増設意向 

  

購入または

買い替える

予定がある

14.5%

購入または

買い替える

予定はない

75.9%

無回答

9.6%

N=785件

42.1

56.1

9.6

0.0

7.9

2.6

7.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

ハイブリッド車、

プラグインハイブリッド車

ガソリン車

ディーゼル車、

クリーンディーゼル車

ＬＰＧ・天然ガス車

電気自動車

燃料電池自動車

未定

無回答
（複数回答）

N=114件

もっと増やす

べきである

53.1%

今以上に

増やす

必要はない

5.5%

どちらでも

よい

33.5%

無回答

7.9%

N=785件



14 

③エネルギー問題について 

１）化石燃料の将来についての考え 

問 日頃使用しているガス、ガソリン、灯油などの化石燃料について、将来どのようになるとお考えです

か。あなたのお考えに近いものを1つ選んで○をつけてください。 

 
図 化石燃料の将来についての考え 

 

２）新エネルギーの認知状況 

問 新エネルギーについてお聞きします。（以下の設問の「新エネルギー」には「革新的なエネルギー高

度利用技術」を含んでいます。） 

以下の各項目について、あてはまる番号に○をそれぞれ１つつけてください。 
 

 
図 新エネルギーの認知状況 

  

40.8

30.3

21.1

1.8

1.4

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

将来はなくなるが、別のエネルギー源

を使えば問題ないと思う

近い将来なくなり、影響が現れる

ものと不安を感じている

当分はなくならないはずなので、

不安はない

地球上には、大量にあるので

不安はない

その他

無回答
（複数選択）

N=785件

74.6

43.8

61.5

6.8

7.5

19.7

24.3

11.5

21.5

0.8

21.8

42.3

31.6

32.0

32.1

53.6

54.9

35.8

48.0

1.8

1.0

8.0

1.5

56.1

55.7

21.8

16.2

47.3

24.8

2.5

5.9

5.4

5.2

4.7

4.8

4.6

5.5

5.6

97.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①太陽光発電

②太陽熱利用

③風力発電

④温度差熱利用

⑤雪氷熱利用

⑥廃棄物発電、廃棄物熱利用、

廃棄物燃料製造

⑦バイオマスエネルギー

⑧天然ガスコージェネレーション

⑨燃料電池

⑩その他

よく知っている

聞いたことはあるが、どんなものかは知らない

聞いたことがない

無回答

N=785件
『認知度』

1.76

1.38

1.63

0.48

0.49

0.98

1.09

0.62

0.96

-

※2.00

　～0.00
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３）新エネルギーの利用状況・利用意向 

問 あなたのご自宅での新エネルギーの利用状況、利用意向についてお聞きします。 

以下の各項目について、あてはまる番号に○をそれぞれ１つつけてください。 
 

 
図 新エネルギーの利用状況・利用意向 

 

４）新エネルギー設置の問題点・課題 

問 あなたがご自宅に新エネルギーシステムの設置を考えた場合、どのような問題点、課題があるとお

考えですか。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

 
図 新エネルギー設置の問題点・課題 

 

  

12.4

7.3

0.3

29.3

1.1

1.3

0.0

4.3

1.7

0.6

3.9

1.4

1.1

0.1

61.4

64.6

72.0

42.4

63.7

66.6

4.7

4.5

4.3

4.2

4.2

4.2

11.8

15.2

14.6

13.4

21.1

18.1

5.4

6.9

8.2

6.8

8.4

8.7

99.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①太陽光発電

②太陽熱利用

③小型風力発電

④ヒートポンプ給湯器

⑤ガスコージェネレーション

システム

⑥バイオマスエネルギー

⑦その他

現在設置している 設置する予定がある

設置する予定はない 賃貸、集合住宅等のため、設置できない

わからない 無回答

N=785件
設置率

設置+

予定あり

13.1% 17.6%

7.8% 9.6%

0.3% 1.0%

31.4% 35.7%

1.3% 2.8%

1.4% 2.6%

- -

※無回答を除いた

割合

79.6

45.2

43.8

19.1

14.9

8.0

3.3

4.6

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 

設備費用が高い

維持費用が高い

費用に対してのメリットがない、

わからない

新エネルギーに関する知識がない

手続きや導入の仕方がわからない

設置できる環境にない

（賃貸、集合住宅等に居住など）

その他

わからない

無回答
（３つ以内で複数回答）

N=785件
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５）新エネルギー普及のために最も重要な施策 

問 市内で新エネルギーシステムを普及する場合、どのような施策が必要と思われますか。 

最も重要と思われるもの１つに○をつけてください。 

 
図 新エネルギー普及のために最も重要な施策 

 

 

④甲賀市の取り組みについて 

１）木質バイオマスエネルギーの利活用の推進意向 

問 今後甲賀市において積極的に木質バイオマスエネルギーの利活用を進めるべきだと思いますか。

あなたのお考えに近いものを１つ選んで○をつけてください。 

 
図 木質バイオマスネルギーの利活用の推進意向 

 

  

26.0

25.2

16.2

4.5

1.3

20.6

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

廃棄物のエネルギー利用の推進

市民共同発電の推進支援

市民学習会の開催等による

新エネルギーに関する啓発推進

木質燃料（薪、ペレットなど）の

安定供給

その他

わからない

無回答
N=785件

18.3

55.0

6.8

1.5

12.9

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

積極的に

利活用すべきである

問題がなければ

利活用してもよい

あまり利活用する

必要性は感じない

全く利活用する

必要性を感じない

わからない

無回答
N=785件

利活用推進

(73.4％)

必要性なし

(8.3％)
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（前問で「積極的に利活用すべきである」または「問題がなければ利活用してもよい」と答えた方のみ） 

副問 木質バイオマスについて、どのような動きがあれば利活用が進むと思いますか。 

あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

 
図 利活用が進むために必要な動き 

 

２）生ごみ堆肥化循環システムへの参加状況 

問 生ごみ堆肥化循環システムへ参加状況（意向）についてお聞きします。 

 
図 生ごみ堆肥化循環システムへの参加状況 

 

  

81.1

61.6

44.3

18.1

14.9

1.9

3.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 

行政の支援・補助の充実

利活用の事例や新しい技術

などの情報提供

設備導入のための指導

セミナーや相談会の開催

相談窓口の設置

その他

わからない

無回答
（３つ以内で複数回答）

N=785件

すでに

参加している

32.0%

今後

参加したい

34.8%

参加する

つもりはない

24.6%

無回答

8.7%

N=785件



18 

３）環境保全推進のために市が取り組むべきこと 

問 環境保全を推進するために、今後甲賀市はどのような施策に取り組むべきだと思いますか。特に重

要と思われるもの上位３つに○をつけてください。 

 
図 環境保全推進のために市が取り組むべきこと 

 

  

45.4

37.2

31.6

26.0

21.4

20.8

20.0

18.0

14.3

11.5

9.4

8.0

1.5

8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

リサイクル活動や環境美化などの

市民活動の支援

ゴミの減量化やリサイクルへの

取り組みの推進

森林や河川などの自然環境の

保全や再生

環境に配慮した商品の普及や

地産地消の推進

環境を守るための規制や罰則の強化

自然エネルギーやバイオマス

エネルギー導入促進

学校における環境教育の充実や

市民への環境学習の充実

事業所等の環境に配慮した

取り組みの支援

環境に関する情報提供の充実

公共交通機関の利用促進

次世代型自動車（ハイブリッド車、

電気自動車など）の導入促進

野生動植物の保護

その他

無回答
（３つ以内で複数回答）

N=785件
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２．児童生徒意識調査 

 

■児童生徒意識調査の実施概要 

 

◇児童生徒意識調査の目的 

「甲賀市環境基本計画」（平成21年６月～平成28年３月）の次期計画を策定するにあたり、甲賀市

に居住する児童・生徒の環境に関する取り組み状況、意見などを把握し、次期環境基本計画等の

方針や施策に反映していくことを目的に、市内の児童生徒を対象として、アンケート調査を実施し

た。 

 

◇児童生徒意識調査の設計 

・調 査 地 域 甲賀市全域 

・調 査 対 象 市内全小学５年生（２２校）、市立全中学２年生（６校） 

・調 査 方 法 各学校で実施（授業等） 

・調 査 時 期 平成28年１月25日（月）～平成28年２月10日（水） 

 

◇児童生徒意識調査票の配布・回収の状況 

・回収件数 1,682件 

・有効回答数（率） 1,637件（97.3％）  ※回収件数から無効票（白票）45件を除いた集計母数対象件数 

 

 

■児童生徒意識調査の回答者属性 

◇小学校／中学校別 ◇性別 

   
  

小学校

50.2%

中学校

49.8%

N=1,637件

男

50.8%

女

48.6%

無回答

0.6%

N=1,637件
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■児童生徒意識調査の調査結果 

 

①周辺環境について 

１）周辺環境の状況 

問 あなたが住んでいるまわりの環境についてお聞きします。（○はそれぞれ１つだけ） 

 
図 周辺環境の状況 

 

  

34.1

67.3

74.1

48.1

51.1

52.8

33.4

74.3

68.6

39.0

14.2

11.6

35.4

28.5

24.8

48.2

10.7

10.2

26.5

18.2

14.0

16.2

19.9

22.0

18.1

14.6

21.1

0.4

0.2

0.3

0.3

0.4

0.4

0.3

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①川や池の水がきれい

②空気がきれい

③星がきれい

④うるさい音がなく静か

⑤いやなにおいがしない

⑥けしきがきれい

⑦道や広場などにごみが

散らかっていない

⑧草花やこん虫などがいて、

自然が豊か

⑨神社や古い建物が残っていて

昔からの様子がわかる場所がある

そう思う そう思わない わからない 無回答

N=1,637件
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②環境保全の取り組みについて 

１）環境をよくするための取り組み状況 

問 環境よくするために、あなたがふだんからこころがけていることは何ですか。 

（○はそれぞれ１つだけ） 

 
図 環境をよくするための取り組み状況 

 

  

80.1

88.3

85.0

72.7

80.9

88.4

45.5

92.3

59.4

52.5

54.8

55.4

6.4

19.3

11.5

14.7

27.0

18.9

11.4

54.2

7.4

40.1

47.1

44.5

44.1

0.6

0.2

0.3

0.3

0.2

0.2

0.2

0.3

0.5

0.4

0.7

0.5

93.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①買い物でレジ袋をもらわない

②いらない電気は消している

③水をむだに使わないように気をつけている

④クーラーやヒーター・ストーブなどの

温度調節に気をつけている

⑤テレビやピアノの音に気をつけ、

まわりに迷惑をかけないようにする

⑥物を大切に長く使うようにしている

⑦ごみを出さないようにくふうしている

⑧ごみを道路などにポイ捨てしない

⑨あき缶や古新聞などのリサイクルに

協力している

⑩地域のそうじやごみゼロ大作戦に

参加して自分もごみをひろった

⑪花や木を育てている

⑫環境について、学校以外の場所でも

学習したり、家族や友達と話をしたりする

⑬その他

している していない 無回答

N=1,637件
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③環境問題・エネルギー問題について 

１）特に関心のある環境問題 

問 環境問題で、特に関心があることは何ですか。（○は３つまで） 

 
図 特に関心のある環境問題 

 

  

58.9

30.8

30.4

28.0

26.8

20.7

20.0

16.1

13.7

9.0

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

世界中の気温が高くなっていること

（地球温暖化）

昔はたくさんいた動物や植物が

へってきていること

自動車の排気ガスや工場からの煙などで

空気がよごれること（大気汚染）

熱帯の国などで木をきりすぎて森林が

へっていること（森林の減少）

エネルギーや資源がなくなりそうなこと

地球を取りかこんで生き物を守っている

オゾン層がこわれること（オゾン層の破壊）

外国からの動物や植物がふえていること

工場から出るよごれた水、家から出る台所や

洗濯の水などで川の水がよごれること（水…

自動車の排ガスなどが雨にとけこんで

植物などを弱らせること（さんせい雨）

わからない、関心がない

無回答
（３つ以内で複数回答）

N=1,637件

（水質汚濁）
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２）新エネルギーの認知状況 

問 下の項目には「新エネルギー」とよばれているものを書いています。 

これらのうち、今まで聞いたり見たりしたものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 
図 新エネルギーの認知状況 

 

３）これまでとは異なるエネルギーの認知状況 

問 下の項目には、電気やガスなどこれまで使ってきたエネルギーとは違った種類のエネルギーのこと

を書いています。 

これらのうち、今まで聞いたり見たりしたものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 
図 これまでとは異なるエネルギーの認知状況 

  

90.2

85.9

85.5

73.1

69.0

54.1

38.1

35.4

20.6

6.2

3.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

太陽光発電・太陽電池

（太陽の光で電気をおこす）

風力発電

（風の力を使って電気をおこす）

電気自動車

（ガソリンのほかに電気などで走る自動車）

水力発電

（水の流れる力を使って電気をおこす）

バイオマスエネルギー（木くずや生ｺﾞﾐ､うし･

ぶた･にわとりのﾌﾝなどを燃料にすること）

燃料電池

（水素と酸素を使って電気をおこす）

太陽熱の利用

（太陽の熱で水を温める）

ごみを燃やすときの熱を使って電気をおこす

ごみを燃やすときの熱を使って水を温める

その他にも知っている

どれも知らない

無回答
（複数回答）

N=1,637件

67.1

66.5

32.5

11.8

2.0

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

まきストーブ

まきでわかした「おふろ」

なたね油や使い終わった天ぷら油

などを燃料にして動く自動車

ペレットストーブ（かためた木くず

(ﾍﾟﾚｯﾄ)を燃料にして燃やすｽﾄｰﾌﾞ)

その他にも知っている

無回答
（複数回答）

N=1,637件
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④甲賀市の姿について 

１）甲賀市の理想の姿 

問 どんな甲賀市になってほしいですか。（○は３つまで） 

 
図 甲賀市の理想の姿 

  

50.0

48.1

31.2

25.4

25.2

24.1

17.3

12.2

10.1

4.3

3.1

4.6

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

ごみが無いきれいなまち

自然や緑がたくさんあるまち

きれいな星が見えるまち

都会的なまち

森や川に虫、動物がたくさん生きているまち

仲間や近所の人とふれ合えるまち

むかしの風景が残るまち

田や畑がたくさんあるまち

産業や仕事が盛んなまち

環境を保全する活動に参加しやすいまち

環境のことを学習できるまち

その他

無回答
（３つ以内で複数回答）

N=1,637件
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３．事業所意識調査 

 

■事業所意識調査の実施概要 

 

◇事業所意識調査の目的 

「甲賀市環境基本計画」（平成21年６月～平成28年３月）の次期計画を策定するにあたり、市内事

業所の環境に関する取り組み状況、意見やニーズなどを把握し、次期環境基本計画等の方針や施

策に反映していくことを目的に、市内に立地する事業所を対象としてアンケート調査を実施した。 

 

◇事業所意識調査の設計 

・調 査 地 域 甲賀市全域 

・調 査 対 象 市内に立地する事業所（甲賀市工業会全会員） 

・調査標本数 82社 

・調 査 方 法 メール送付、メールまたはFAX回収 

・調 査 時 期 平成28年１月22日（金）～平成28年２月10日（水） 

 

◇事業所意識調査票の配布・回収の状況 

・配布件数 82件 

・有効回答数（率） 30件（36.6％） 
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■事業所意識調査の回答者属性 

◇主たる業種 ◇従業員の規模 

   
 

◇主たる形態 ◇主たる事業所の所在地 

   
 

◇操業（営業）形態 

 
  

70.0

6.7

3.3

10.0

0.0

3.3

6.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 

製造業

建設業

運輸・通信業

卸・小売業・

飲食業

電気・ガス・

水道業

金融・保険業

その他

無回答
N=30件

0.0

6.7

30.0

26.7

20.0

16.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

1～4人

5～9人

10～49人

50～99人

100～299人

300人以上

無回答
N=30件

16.7

73.3

6.7

0.0

3.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 

事業所

工場

店舗

倉庫

その他

無回答
N=30件

63.3

13.3

6.7

13.3

3.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 

水口町

土山町

甲賀町

甲南町

信楽町

無回答
N=30件

24時間稼働型

43.3%
昼間稼働

（夜間休止）型

50.0%

その他

6.7%

無回答

0.0%

N=30件
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■事業所意識調査の調査結果 

 

①エネルギーや環境問題について 

１）環境面での取り組み状況 

問 貴事業所の環境面の取り組みについてお聞きします。（○はそれぞれ１つだけ） 
 

 
図 環境面での取り組み状況 

  

90.0

83.3

80.0

76.7

70.0

33.3

83.3

63.3

80.0

36.7

86.7

96.7

80.0

86.7

66.7

33.3

66.7

40.0

26.7

0.0

6.7

6.7

3.3

0.0

10.0

6.7

13.3

3.3

10.0

10.0

3.3

16.7

3.3

13.3

10.0

10.0

20.0

20.0

10.0

10.0

13.3

16.7

30.0

53.3

10.0

23.3

13.3

53.3

3.3

0.0

3.3

10.0

20.0

56.7

23.3

36.7

53.3

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

3.3

0.0

0.0

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①社員に対する環境教育の実施

②環境に関する担当役員や

部署、係の設置

③環境に関する取組方針や

基本理念、行動計画等の作成

④環境報告書の作成など、環境に

配慮した事業所活動の定期的な…

⑤環境マネジメントシステム

（ISO14001等）の導入

⑥地域の環境保全活動への

資金協力

⑦敷地内の緑化など、周辺環境

への配慮

⑧排水、排煙、屋外照明など環境

対策全般にわたって、法規制を…

⑨アイドリングストップ、

エコドライブなどの指導

⑩共同集配や鉄道等の大量輸送機

関の利用による自動車利用の抑制

⑪空調温度の基準設定

⑫節水・省エネ・不用紙の

裏面利用などの資源節約

⑬再生品やエコマーク商品、省エ

ネ機器など環境に配慮した備品…

⑭発生するゴミ、廃棄物等の

リサイクル

⑮商品流通時の梱包や販売時の包

装の簡素化など、容器包装材の…

⑯環境分野への事業参入

⑰地域の環境活動への参加など、

地域住民との交流、連携

⑱市民、消費者への環境に関わる

情報の積極的な公開、提供

⑲環境保全を目的とした市民

団体、消費者団体へのサポート

⑳その他

取り組んでいる

現在は取り組んでいない／今後取り組む予定

現在は取り組んでいない／取り組む予定はない

無回答

N=30件

④環境報告書の作成など、
環境に配慮した事業所活動の

定期的な点検

⑧排水、排煙、屋外照明など
環境対策全般にわたって、法規制を

上回る基準を自主的に設定

⑮商品流通時の梱包や販売時の
包装の簡素化など、容器包装材の

使用の抑制

⑬再生品やエコマーク商品、
省エネ機器など環境に配慮した

備品等の購入

実施中＋

予定あり

現在

未実施

90.0% 10.0%

90.0% 16.7%

86.7% 20.0%

82.8% 20.7%

70.0% 30.0%

44.8% 65.5%

90.0% 16.7%

76.7% 36.7%

86.2% 17.2%

46.7% 63.3%

96.7% 13.3%

100.0% 3.3%

96.7% 20.0%

90.0% 13.3%

80.0% 33.3%

43.3% 66.7%

76.7% 33.3%

62.1% 58.6%

46.7% 73.3%

※無回答を除いた

割合
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２）環境に配慮した取り組みを進めるうえでの課題 

問 貴事業所では、先の問２でお聞きした環境に配慮した取り組みを進めるうえでの課題がありますか。

以下からあてはまる項目に○をつけてください。（○は３つまで） 

 
図 環境に配慮した取り組みを進めるうえでの課題 

 

  

50.0

40.0

30.0

26.7

23.3

10.0

6.7

3.3

0.0

0.0

0.0

10.0

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

設備費用が高い

取り組むための人材が不足している

専門知識や情報が不足している

維持費用が高い

従業員の意識向上を図るのが難しい

技術的な解決方法がみつからない

消費者の反応がどの程度あるか

予測できない

取り組んでも社会的評価があまり

高くない

回収業者や再資源化施設の不足など、

社会的なリサイクル基盤が未熟である

環境への配慮や省エネルギーの

必要性を感じない

その他

特にない

無回答
（３つ以内で複数回答）

N=30件
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３）関心の高い環境問題 

問 貴事業所にとって関心の高い環境問題はどのようなことでしょうか。 

以下からあてはまる項目に○をつけてください。（○は３つまで） 

 
図 関心の高い環境問題 

 

４）電気、ガス、水、燃料などの消費量動向 

問 貴事業所の電気、ガス、水、燃料などの消費量動向は、近年どのような傾向にありますか。 

（○は１つだけ） 

 
図 電気、ガス、水、燃料などの消費量動向 

  

43.3

40.0

33.3

26.7

23.3

20.0

6.7

6.7

3.3

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

廃棄物処理問題

地球温暖化

大気汚染

河川・地下水の水質汚濁

騒音や振動

化学物質による環境汚染

開発や整備に伴う自然破壊

土壌汚染

オゾン層の破壊

悪臭の発生

森林の減少

酸性雨

地下水の汲み上げによる地盤沈下

土地の改変による景観の悪化

その他

特にない

無回答
（３つ以内で複数回答）

N=30件

30.0

46.7

23.3

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

増加傾向にある

減少傾向にある

増加も減少もしない

わからない

無回答
N=30件
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（前問で「増加傾向にある」または「減少傾向にある」と答えた方のみ） 

副問 増加傾向または減少傾向にある主な原因は何だとお考えですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 
図 増加傾向の原因 

 
図 減少傾向の原因 

 

５）市内の事業者が進めていくべき活動 

問 甲賀市における環境問題の解決や目標達成に向けて、貴事業所も含め、市内の事業者がどのよう

な活動をしていくべきだとお考えですか。以下から最も必要と思われる項目をお選びください。 

（○は１つだけ） 

 
図 市内の事業者が進めていくべき活動 

  

66.7

55.6

33.3

11.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

事業規模が大きくなったため

稼働（操業）時間が増えたため

機械や設備を更新したため

その他

無回答
（複数回答）

N=9件

57.1

50.0

50.0

28.6

7.1

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

社員の意識改革を進めたため

機械や設備を更新したため

稼働（操業）時間が減ったため

エネルギーの転換を行ったため

事業規模が小さくなったため

燃料費が高騰したため

その他

無回答
（複数回答）

N=14件

（複数回答）

N=14件

43.3

33.3

10.0

3.3

0.0

3.3

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

事業者の率先した環境保全活動

市民、消費者への環境に関わる

情報の積極的な公開、提供

環境保全を目的とした市民団体、

消費者団体へのサポート

環境問題への取り組みに関する

市民、消費者との対話機会の創出

その他

わからない

無回答
N=30件

＜増加傾向原因＞

＜減少傾向原因＞
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②新エネルギーについて 

１）導入済みの新エネルギーシステム 

問 新エネルギーの設備・機器の導入状況についてお聞きします。 

現在、既に導入している新エネルギーシステムを教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

 
図 導入済みの新エネルギーシステム 

 

  

30.0

6.7

3.3

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

63.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

太陽光発電

クリーンエネルギー自動車

（電気自動車など）

廃棄物発電・廃棄物熱利用・

廃棄物燃料製造

小水力発電

太陽熱利用

風力発電

温度差エネルギー

雪氷熱利用

バイオマス発電

バイオマス熱利用

バイオマス燃料製造

天然ガスコージェネレーション

燃料電池

その他

どれも導入していない

無回答
（複数回答）

N=30件



32 

２）今後、導入予定の新エネルギーシステム 

問 今後、導入を予定している新エネルギーシステムを教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 
図 今後、導入予定の新エネルギーシステム 

 

３）新エネルギーシステム導入の課題・問題点 

問 貴事業所における新エネルギーシステムを導入する上での課題・問題点を教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 
図 新エネルギーシステム導入の課題・問題点 

  

16.7

10.0

3.3

3.3

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

63.3

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

太陽光発電

クリーンエネルギー自動車

（電気自動車など）

廃棄物発電・廃棄物熱利用・

廃棄物燃料製造

バイオマス燃料製造

小水力発電

太陽熱利用

風力発電

温度差エネルギー

雪氷熱利用

バイオマス発電

バイオマス熱利用

天然ガスコージェネレーション

燃料電池

その他

どれも導入する予定はない

無回答
（複数回答）

N=30件

86.7

40.0

20.0

13.3

13.3

0.0

10.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

設備費用が高い

維持費用が高い

新エネルギーシステム導入の

メリットがよくわからない

エネルギーの供給システムが整備

されていない（天然ガススタン…

新エネルギーに対する知識がない

設置手続きがよくわからない

その他

特にない

無回答
（複数回答）

N=30件

エネルギーの供給システムが
整備されていない

（天然ガススタンド等）
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４）市に希望する新エネルギーシステムに関する施策 

問 甲賀市が新エネルギーシステムに関する施策を行う場合、どのような施策を希望しますか。 

（○は３つまで） 

 
図 市に希望する新エネルギーシステムに関する施策 

 

５）エネルギーの地産地消に有効な新エネルギー 

問 今後、甲賀市において“エネルギーの地産地消”を進めるとともに、新エネルギーの地域への導入や

利用を推進するために特に有効と考えられる新エネルギーはどれとお考えですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 
図 エネルギーの地産地消に有効な新エネルギー  

83.3

33.3

26.7

13.3

13.3

10.0

10.0

3.3

0.0

3.3

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

事業者への新エネルギーシステム

設置資金の補助

公共施設への新エネルギーシステム

の導入

新エネルギーに関する行政や

他事業所の取り組み等の情報提供

公用車等への低公害車の導入推進

電気自動車充電スタンドの設置

新エネルギーに関する研究開発の

補助・支援

新エネルギーに関するパンフレット

等の作成

市民学習会の開催等による

新エネルギーに関する啓発推進

その他

わからない

無回答
（３つ以内で複数回答）

N=30件

53.3

30.0

20.0

16.7

16.7

13.3

10.0

6.7

6.7

3.3

0.0

0.0

16.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

太陽光発電

廃棄物発電・熱利用・燃料製造

燃料電池

風力発電

バイオマス発電・熱利用・

燃料製造

クリーンエネルギー自動車

（電気自動車など）

小水力発電

太陽熱利用

天然ガスコージェネレーション

雪氷熱利用

温度差エネルギー

その他

わからない

無回答
（複数回答）

N=30件
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③自動車の利用状況について 

１）所有している自動車の台数・種類 

問 現在、貴事業所で所有している自動車の台数についてお聞きします。 

自動車の種類ごとに、あてはまる番号に○をつけてください。（○はそれぞれ１つだけ） 

 
図 所有している自動車の台数・種類 

 

２）今後１年以内の購入・買い替え予定 

問 今後1年以内に自動車を購入または買い替える予定はありますか。 

 
図 今後１年以内の購入・買い替え予定 

 

  

50.0

6.7

46.7

96.7

100.0

100.0

46.7

70.0

33.3

13.3

6.7

10.0

3.3

3.3

3.3

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ハイブリッド車、

プラグインハイブリッド車

②ガソリン車

③ディーゼル車、

クリーンディーゼル車

④ＬＰＧ・天然ガス車

⑤電気自動車

⑥燃料電池自動車

0台 1台～5台 6台～10台 11台～20台 21台以上 無回答

N=30件

※グラフ中の0.0％は省略

１台以上

※

50.0%

93.3%

53.3%

3.3%

0.0%

0.0%

※無回答

を除いた

割合

購入または

買い替える

予定がある

36.7%
購入または

買い替える

予定はない

56.7%

無回答

6.7%

N=30件
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（前問で「購入または買い換える予定がある」と答えた方のみ） 

副問 現在購入を予定している自動車は以下のどのタイプですか 

候補となっているものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

 
図 購入予定の自動車タイプ 

 

 
④詳細調査への協力などについて 

１）詳細調査への協力意向 

問 貴事業所の環境対策に関するより詳細な調査（例：一般廃棄物の種類ごとの排出量、処理状況、資

源化量等）を実施した場合、ご協力いただけますか。 

 
図 詳細調査への協力意向 

 

  

45.5

54.5

36.4

9.1

0.0

0.0

9.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

ハイブリッド車、

プラグインハイブリッド車

ガソリン車

ディーゼル車、

クリーンディーゼル車

ＬＰＧ・天然ガス車

電気自動車

燃料電池自動車

未定

無回答
（複数回答）

N=11件

協力できる

70.0%

協力できない

30.0%

無回答

0.0%

N=30件
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資料３ 国や県の環境関連の動き 

 

年度 甲賀市 滋賀県 国内外 

H21 

●「甲賀市環境基本計画」策定（6 月） 

   

●「滋賀県ビオトープネットワーク長期

構想」策定（2 月） 

●「第三次滋賀県環境総合計画」策定

（12 月） 

●「バイオマス活用推進基本法」施行

（9 月） 

    

H22 

●「甲賀市一般廃棄物処理基本計画」

改訂（2 月） 

●「甲賀市観光振興計画」策定（3 月） 

  

  

●「琵琶湖森林づくり基本計画」改定

（2 月） 

  

  

  

●「生物多様性国家戦略 2010」閣議決

定（3 月） 

●生物多様性条約第 10 回締結国会

議 「名古屋議定書」採択（10 月） 

●「公共建築物等における木材の利

用の促進に関する法律（公共建築物

等木材利用促進法）」施行（10 月） 

●「廃棄物の減量その他その適正な

処理に関する施策の総合的かつ計画

的な推進を図るための基本的な方針

（廃棄物処理基本方針）」改正（12 月）

●「バイオマス活用推進基本計画」策

定（12 月） 

H23 

●「甲賀市地域新エネルギービジョン」

改訂（3 月） 

●「甲賀市景観基本計画」策定（6 月） 

  

  

  

  

●「滋賀県環境学習推進計画（第２

次）」策定（3 月） 

●「滋賀県低炭素社会づくりの推進に

関する条例」施行（4 月） 

●「第三次滋賀県廃棄物処理計画」策

定（8 月） 

●「マザーレイク 21 計画（第 2 期）」策

定（10 月） 

●「ふるさと滋賀の野生動植物との共

生に関する基本計画（第 2 期）」策定（4

月） 

●「環境教育などによる環境保全の取

組の促進に関する法律（環境教育等

促進法）」施行（10 月） 

●「地域における多様な主体の連携に

よる生物の多様性の保全のための活

動の促進等に関する法律（生物多様

性地域連携促進法）」施行（10 月） 

  

H24 

●「第２期甲賀市地球温暖化対策実

行計画（ラブアースこうか 2012）」策定

（3 月） 

●「甲賀市レッドリスト 2012」（見直し）

作成 

●「甲賀市景観条例」施行（4 月） 

  

  

  

●「滋賀県低炭素社会づくり推進計

画」策定（3 月） 

●「第 6 期琵琶湖に係る湖沼水質保全

計画」策定（3 月） 

  

  

  

  

●「第四次環境基本計画」 閣議決定

（4 月） 

●「再生可能エネルギーの固定価格

買取制度」開始（7 月） 

●「生物多様性国家戦略 2012-2020」

閣議決定（9 月） 

●「革新的エネルギー・環境戦略」決

定（9 月） 

●「地球温暖化対策のための税」施行

（10 月） 

●「都市の低炭素化促進に関する法

律（エコまち法）」施行（12 月） 

H25 

●「甲賀市景観計画」策定（1 月） 

●「甲賀市総合計画後期基本計画」策

定（3 月） 

●「甲賀市公共交通活性化によるまち

づくり推進計画」策定（3 月） 

  

   

●「滋賀県再生可能エネルギー振興

戦略プラン」策定（3 月） 

  

  

  

  

●「当面の地球温暖化対策に関する

方針」閣議決定（3 月） 

●「使用済み小型電子機器等の再資

源化の促進に関する法律」（小型家電

リサイクル法）」施行（4 月） 

●「第三次循環型社会形成推進基本

計画」閣議決定（5 月） 

●「特定製品に係るフロン類の回収及

び破壊の実施の確保等に関する法律

（フロン回収・破壊法）」改正（6 月） 
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年度 甲賀市 滋賀県 国内外 

H26 

●「甲賀地域鳥獣被害防止計画」策定

（10 月） 

  

●「第四次滋賀県環境総合計画」策定

（10 月） 

  

●「第四次エネルギー基本計画」閣議

決定（4 月） 

●「水循環基本法」施行（7 月） 

H27 

●「甲賀市一般廃棄物処理基本計画」

改訂（3 月） 

  

  

  

  

  

  

●「滋賀県水源森林地域保全条例」制

定（3 月） 

●「滋賀県森林づくり基本計画」改正

（3 月） 

●「生物多様性しが戦略」（3 月） 

  

  

●「フロン類の使用の合理化及び管理

の適正化に関する法律（フロン排出抑

制法）」施行（4 月） 

●「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟

の適正化に関する法律（鳥獣保護

法）」改正（5 月） 

●「水循環基本計画」閣議決定（10 月）

●「長期エネルギー需給見通し」決定

(7 月） 

●「琵琶湖の保全及び再生に関する

法律」施行（9 月） 

●国連気候変動枠組条約第 21 回締

約国会議（COP21） 「パリ協定」採択

（11 月） 

●「気候変動の影響への適応計画」

（11 月）策定 

H28 

●「甲賀の國づくりプロジェクト-甲賀流

まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定

（2 月） 

●「第 2 次甲賀市総合計画」策定中

（計画期間 H29～H40 年度） 

  

  

  

●「しがエネルギービジョン」策定（3

月） 

●「びわ湖森林づくり基本計画」改定

（3 月） 

●「第三次滋賀県環境学習推進計画」

策定（4 月） 

●「第四次滋賀県廃棄物処理計画」策

定（7 月） 

  

●電力小売全面自由化(4 月) 

●「再生可能エネルギーの固定価格

買取制度」の見直し（4 月） 

●「建築物のエネルギー消費性能の

向上に関する法律（建築物省エネ法）」

施行（4 月） 

●「琵琶湖の保全及び再生に関する

基本方針」決定(4 月) 

●「地球温暖化対策計画」閣議決定（5

月） 

●「パリ協定」発効（11 月） 
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資料４ 甲賀市環境基本条例 

 

甲賀市は、自然豊かな地であるとともに古くから交通の要衝として人や物が行きかい、文化が

発展してきた地域であり、多様性のある自然環境を有しているとともに重要な水源涵養地（すい

げんかんようち）である。 

今日における科学技術の発達は、生活の利便性の向上をもたらす一方で、環境への負荷を急激

に高め、地域のみならず生命の基盤である地球全体の環境を脅かすまでに至っている。また、大

量消費、大量廃棄型の社会経済活動や都市化の進展により、廃棄物の増大、地下水や土壌の汚染、

身近な自然の減少、良好な景観の破壊など新たな環境問題の顕在化から、環境と密接にかかわる

自らの生活のあり方を見直さなければならないという課題に直面している。 

私たちは、健康で文化的な生活を営むことができる良好な環境を享受する権利を有していると

ともに、健全で豊かな環境を将来の世代に引き継いでいく責務を担っている。 

私たちの総意として、自然との共生や多様な生態系の保全の必要性、さらには身近な環境を大

切にすることが地球環境の保全につながるということを認識し、環境への負荷の少ない持続的発

展が可能な地域社会を、強い意志と協働により築いていくことを決意し、この条例を制定する。 

 

第１章 総則 

(目的) 

第１条 この条例は、甲賀市の豊かな自然と良好な生活環境の保全と創出についての基本となる

理念及び基本的事項を定め、市民、事業者及び市の責務を明らかにし、環境の保全と創出に関

する施策を総合的かつ計画的に推進することにより、人と自然とが共生し、環境への負荷が少

ない持続的発展が可能な地域社会を築き、現在から将来にわたって市民の健康で文化的な生活

の確保に寄与することを目的とする。 

(定義) 

第２条 この条例における用語の意義は、次のとおりとする。 

(１) 環境の保全と創出 環境の保全上の支障を防止することにより、現在の環境を良好な状

態に保ち、かつ、積極的に良好な環境を創り出すことをいう。 

(２) 環境への負荷 人の活動によって環境に加えられる影響であって、環境の保全上の支障

の原因となるおそれのあるものをいう。 

(３) 自然環境 自然の生態系をめぐる大地、大気、水及び動植物並びにその生育環境をいう。 

(４) 地球環境の保全 人の活動による地球全体の温暖化又はオゾン層の破壊の進行、海洋の

汚染、野生生物の種の減少その他の地球の全体又はその広範な部分の環境に影響を及ぼす事

態に係る環境の保全であって、人類の福祉に貢献するとともに国民の健康で文化的な生活の

確保に寄与するものをいう。 

(基本理念) 

第３条 環境の保全と創出は、現在から将来にわたって市民の健全で豊かな環境の恵沢を享受す

る権利の実現と健康で文化的な生活の確保を目的として行われなければならない。 

２ 環境の保全と創出は、資源の節度ある利用と循環を図ることにより、持続的発展が可能な社

会の構築を目的として行われなければならない。 
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３ 環境の保全と創出は、自然の生態系に配慮するとともに、自然環境を適正に維持し、向上さ

せることにより、人と自然が共生する地域社会を実現することを目的として行われなければな

らない。 

４ 環境の保全と創出は、積極的な市民参加と市民、事業者及び市の公平な役割分担と協働によ

る環境への配慮と行動により、環境への負荷が少ない地域社会を構築することを目的として行

われなければならない。 

５ 地球環境の保全は、市民、事業者及び市のすべての活動において、自らの課題として積極的

に推進されなければならない。 

(市民の責務) 

第４条 市民は、資源及びエネルギーの消費並びに廃棄物及び生活排水の排出等日常生活におけ

る環境への負荷の低減をしなければならない。 

２ 市民は、環境の保全と創出に自ら積極的に努めるとともに、市が実施する環境の保全と創出

に関する施策及び地域活動に協力しなければならない。 

(事業者の責務) 

第５条 事業者は、自らの社会的責任を認識し、事業活動に伴う環境の保全上の支障の防止及び

その事業活動に伴う環境への負荷の低減に努めるとともに、市が実施する環境の保全と創出に

関する施策及び地域活動に参画し、協力しなければならない。 

(市の責務) 

第６条 市は、環境の保全と創出を実現するため、市の自然的社会的条件に応じた総合的かつ計

画的な環境の保全と創出に関する施策を策定し、実施し、評価しなければならない。 

２ 市は、市の施策を策定し、実施するに当たっては、環境への配慮に留意し、環境への負荷の

低減その他環境の保全と創出を積極的に推進しなければならない。 

第２章 基本計画 

(基本計画) 

第７条 市長は、環境の保全と創出に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための基本計画

(以下「環境基本計画」という。)を定めなければならない。 

２ 環境基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

(１) 環境の保全と創出に関する総合的かつ長期的な施策に関すること。 

(２) 市の行う施策を策定し、又は実施するに当たっての環境への配慮に必要な事項に関する

こと。 

３ 市長は、環境基本計画を策定し、又は変更するときは、市民及び事業者の意見を反映するこ

とができるよう必要な措置を講ずるとともに、第１８条に定める甲賀市環境審議会(以下「審議

会」という。)の意見を聴かなければならない。 

４ 市長は、環境基本計画を策定し、又は変更したときは、速やかにこれを公表しなければなら

ない。 

(施策との整合) 

第８条 市が、施策を策定し、又は実施するときは、環境基本計画との整合を図らなければなら

ない。 

第３章 推進施策等 
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(市民活動への支援) 

第９条 市は、市民及び事業者の環境への負荷の低減及び環境の保全と創出に関する活動が促進

されるための支援に努めなければならない。 

(監視及び測定) 

第１０条 市は、環境の状況を把握するため、必要に応じて監視及び測定を行うとともに、環境

に著しい影響を及ぼすおそれがあると認められる事業を行う事業者に対して必要な指導又は助

言を行うことができる。 

(環境への影響に係る調査等) 

第１１条 市長は、環境に著しい影響を及ぼすおそれがあると認める施策の計画を策定しようと

するときは、環境への配慮が十分になされているか、環境の保全と創出の観点から望ましい選

択であるか等について調査を行うものとする。 

２ 前項に規定する調査の結果、施策の実施が重大な環境への負荷を与えると判断するときは、

審議会に意見を求め、必要に応じて、その施策の変更や修正を行うものとする。 

(環境教育及び学習の推進) 

第１２条 市は、市民及び事業者が人と環境との関わりについて理解と認識を深め、環境に配慮

した日常生活及び事業活動ができるようにするため、環境の保全と創出に関する環境教育及び

学習をあらゆる機会を通して推進し、普及啓発事業を実施するよう努めるものとする。 

(環境情報の提供) 

第１３条 市は、市民及び事業者に対して、環境の保全と創出に関する自主的な活動を促すため

に必要な情報の提供に努めるものとする。 

２ 市は、市民、事業者及び市が相互に環境の保全と創出に関する情報の交換ができるよう努め

るものとする。 

(年次報告) 

第１４条 市は、市の環境の状況及び環境の保全と創出に関する施策等について年次報告を作成

し、これを公表しなければならない。 

(協働体制の整備) 

第１５条 市は、環境の保全と創出に関する施策の効率的かつ効果的な推進を図るため、市民、

事業者及び市が協働できる体制の整備に努めるものとする。 

(環境月間) 

第１６条 市は、環境月間を定め、市民に広く環境の保全と創出についての関心と理解を深め、

積極的に環境の保全と創出に関する活動を推進するために必要な事業を実施する。 

２ 環境月間は、６月とする。 

(広域的連携) 

第１７条 市は、広域的な取組みを必要とする施策を実施するときは、国際機関、国、他の地方

公共団体及び民間団体等と協力して、当該施策の実施に努めるものとする。 

第４章 環境審議会 

(審議会) 

第１８条 環境基本法(平成５年法律第９１号)第４４条の規定に基づき、甲賀市環境審議会(以下

「審議会」という。)を設置する。 
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(所掌事項) 

第１９条 審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査及び審議をする。 

(１) 環境の保全と創出に係る重要事項に関すること。 

(２) 環境に関する条例及び規則の制定又は改廃に関すること。 

(３) 環境基本計画を定め、又は変更する内容に関すること。 

(４) 前３号に掲げるもののほか、環境保全に関すること。 

２ 審議会は、環境行政に関する重要なことについて必要があると認めるときは、市長に意見を

述べることができる。 

(組織) 

第２０条 審議会は、委員１０人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(１) 環境に関し学識経験を有する者 

(２) その他市長が適当と認める者 

３ 前項に規定する委員のほか、特別の事項の調査及び審議をさせるため必要があるときは、審

議会に臨時委員を置くことができる。 

４ 臨時委員は、環境に関し学識経験を有する者及び関係行政機関の職員のうちから市長が委嘱

する。 

５ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員の欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

６ 委員は、再任されることができる。 

(会長等) 

第２１条 審議会には、委員が互選した会長を置き、会長に事故があるときは、あらかじめ会長

が指名する委員が、その職務を代理する。 

(会議) 

第２２条 審議会の会議(以下「会議」という。)は、会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 会議は、委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

(庶務) 

第２３条 審議会の庶務は、市民環境部において処理する。 

(規則への委任) 

第２４条 この章に定めるもののほか、審議会の組織、運営その他必要な事項は、規則で定める。 

第５章 補則 

(委任) 

第２５条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

付 則 

(施行期日) 

１ この条例は、平成１８年８月１日から施行する。 

(甲賀市環境審議会条例の廃止) 
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２ 甲賀市環境審議会条例(平成１６年甲賀市条例第１９５号)は、廃止する。 

付 則(平成１９年条例第２号)抄 

(施行期日) 

１ この条例は、平成１９年４月１日から施行する。 

付 則(平成２３年条例第１９号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

付 則(平成２５年条例第３６号) 

この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 


